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の 報 告 「 Cytopathic Killing of
Peripheral Blood CD4＋ T Lym-
phocytes by Human Immunodefi-












Necrotic rather than Apoptotic





































































































































































































































































“ Energy Resource Recovery



















Lewis社の F. Michael Lewis氏が
発 表 し た 、“ Gasification and
Steam Reforming of Coal, Bio-
mass, and Polymeric Materials





































































































Commun., 2002, 858, C&E News,























































（UTO： Unattendant Train Opa-
ration）、操縦者のいない自動運転






















（ Gravity Recovery And Climate
Experiment）が、本年3月17日
にロシア　プレスツェク発射場か
ら打ち上げられた。
この衛星がユニークなのは、従
来のような光や電磁波を利用して
観測する単体の衛星ではなく、
「トムとジェリー」と呼ばれる双
子の衛星で構成され、両方が追い
掛けっこをしながら双方の距離を
計測することで重力を測定する点
である。
高度300～500kmのほぼ同じ極
軌道上を220km離れて飛行し、マ
イクロ波（Kバンド）の波長を用
い、その間の距離を精度10μm/s
で測る。GRACEが密度の大きな
山塊などに差し掛かると、重力
（万有引力）で山塊に引っ張られ
るから距離は開き、遠ざかる時に
は距離が縮む。すなわち、双子衛
星の距離の変化を精密に測ること
によって重力分布がわかる。また
当然ながら、GPSやレーザー反射
器、加速度計、恒星カメラなど衛
星の運動や姿勢を精密計測するシ
ステムも搭載しており、30日ごと
に地球全体の精密重力分布が把握
される。
ところで、名前に気候実験
「Climate Experiment」とある。
これは冬になって陸に雪が降り積
もれば、そこには大きな物質の塊
ができたことになり重力が増すと
いう変化を観測することで、雪や
氷など水の分布変化の把握を目指
しているからである。本衛星の予
定寿命は５年以上あり、季節変化
だけでなく、南極氷床やグリーン
ランド氷河の変動など、地球環境
の長期変化の把握も期待されている。
いま一つGRACEがユニークな
のは、ロシアの大陸間弾道ミサイ
ル（SS19）を改良した小型ロケ
ット「ロコト」による商業打ち上
げにより、打ち上げ費用が大型ロ
ケットを使用する場合の十分の一
程度であったであった点である。
膂火星隕石中に発見された
生命の痕跡を巡る議論
―第33回月惑星科学会議より―
惑星科学分野の世界最大の会合
である月惑星科学会議（第33回）
が、平成14年3月10～15日に、
米国Houstonで開催され世界各国
から約1,100人が出席した。
「惑星地質学（火星：12、小惑
星： 2、外惑星の衛星： 2、金
星：1）」、「隕石（始源的隕石：8、
火星隕石：2、分化した隕石：1）」、
「月（4）」、「宇宙塵（2）」の4セッシ
ョンが同時進行し、この他に「月
初期のcrater形成と地球型惑星の
crater年代学」と「Mars Odyssey
Missionの予備的結果報告」の2
つの特別セッションがあった。
内訳からも判るように、現時点
で最も盛んな研究対象は火星であ
る。また、始源的な隕石も多くの
研究者にとって興味の対象となっ
ている。
とりわけ興味を集めていたの
は、火星隕石の生命の存在に関す
る論争であり、「宇宙生物学」と
いうセッションが設けられてい
た。それとは別に生命の痕跡が報
告された火星隕石についても1セ
ッションが割り当てられた。この
セッションは「ALH84001の炭酸
塩と磁鉄鉱」という名称で、
ALH84001隕石中の生命の痕跡に
ついて肯定的なグループ、否定的
なグループに分かれ議論が交わさ
れた。
この議論のハイライトは、
Thomas-KeprtaらによるALH
84001中の磁鉄鉱についての発表
と、Goldenらによる無機的に合成
した炭酸塩と磁鉄鉱についての発
表であった。Thomas-Keprtaらは、
ALH84001中の炭酸塩に含まれる
磁鉄鉱の形態を透過型電子顕微鏡
で観察し、３次元像を合成して、
生物起源の磁鉄鉱と形態・サイズ
分布が全く同じであるものが含ま
れることを報告した。これに対し、
Goldenらは、水溶液から水熱合
成により、ALH84001中に含まれ
る炭酸塩と酷似した組織・組成の
炭酸塩を合成することに成功し、
さらにこれを加熱することにより
鉄に富んだ炭酸塩の部分が分解し
て磁鉄鉱が形成されること、また
その磁鉄鉱の形態がこれまで生物
起源でしかできないと考えられて
いた磁鉄鉱の形態と一致すること
を示し、ALH84001中の炭酸塩と
磁鉄鉱が非生物起源であることを
提唱した。これら両者の研究とも、
議論の対象は磁鉄鉱の形態である
が、現時点ではどちらが正しいか
を結論づけるのは難しい。
（東京大学大学院理学系研究科
宮本正道氏）
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